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序　金井町には、うずもれた文化財はたくさんありますが、昭和43年
文化財保護条例を制定し、遂次これが調査に専心しています。
今回、条例制定以来5年有余にわたる文化財調査審議委員の方々の
調査研究による答申を得て、教育委員会では9件の文化財を指定し
ましたので、これに、写真及び解説をほどこし、「金井の文化財」
第一輯として刊行することにしました。
　この「金井の文化財」第一輯の刊行は、早くから前町長池長右工門
氏の手によって進められていましたが、昨秋不幸病に倒れ入院、病
床にあって校閲を進められていましたが、その発行をみることなく
他界されました。
　私は、前任者の意志を継いで、年度内刊行を実現したいと、編集
作業を急がせて、ようやく今回発刊の運びに至りました。
　この第一輯を前町長の霊前に捧げると共に今後文化財保護行政に
一層力を致すことをお誓いし序と致します。
昭和48年2月
金井町長田中一郎
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刊行にあたって
　昭和43年3月に金井町文化財保護条例が制定されてから、この3月で5年半
になりました。この間、文化財調査審議委員会は、町内に現存する史跡・建造
物・絵画・書籍・典籍・彫刻・古文書、或は天然紀念物、埋蔵文化財等を調査
研究し、答申されましたので、教育委員会は、このうち昭和45年4月1日付で
まず7件を、次いで昭和47年2月1日付で2件を町の文化財として指定いたし
ました。
　そこで、指定した9件の文化財の概要と、文化財としての価値を、町民各位
に知っていただくために、この報告書を刊行いたしました。経費の関係で簡単
な解説書風のものになってしまいましたが、この刊行を契機として、文化財に
関心をもっていただけるならぽ幸と存じます。
　今後更に未知のものや、かくれた文化財へも調査の手を伸ばし、それらを発
掘して、これに光を当て、町の文化財として保護を加え、永く町民の精神的な
財産として、伝えて行きたいと考えていますので、今後とも、調査活動にご協
力をお願い致します。
　この報告書を刊行するにあたり、これまで困難な条件を克服されて、文化財
の調査と研究に努力された調査審議委員各位に対して、厚くお礼申し上げて発
刊のことばと致します。
昭和48年2月
金井町教育委員会
　教育長　山　西貞　夫
一一 Q＿
文化財保護について
一その視点と考え方一一
　有史以前太古から金井町の地域に人間が住んでいたことは昭和44年に発掘し
た貝塚遺蹟（縄文時代）や昭和25年に発掘された千種遺蹟（弥生時代）によっ
て既に明らかにされたところである。
　ところがそれよりずっと新らしい歴史時代に入ってからの出来事で、大方の
佐渡人には歴史的事実として信じ込まれているものの中にも、史実とするには
極めてあいまいなものが多いのである。金井町に例をとるとたとえば、大荒木
直が国造に任ぜられ国府庁を和泉に置いたとか、順徳院の配流にまつわる黒木
御所跡やお花屋敷の物語、あるいは日蓮の配流に関係のある新保の阿仏坊屋敷
や中興の御井戸庵の伝説、更に謡曲の始祖といわれる世阿弥の配流ゆかりの伝
説や物語である。これらの伝説や物語は日本史とも関係が深く、中央の文化が
辺境の佐渡へ伝播され、そして佐渡のその後の文化に、大きな影響を与えた極
めて重要な歴史的事件にまつわるものなのであるが、大方は物語りや伝説の域
を脱し得ず、これらを史実として肯定するためには、まだまだそれを証拠立て
る史料の発掘や調査を必要とするのである。つぎにまた伝播した中央の文化が
佐渡の文化とどのように融合したかを究わめることは、地域の文化をになう我
々にとってきわめて重要な視点であると考える。
　こうした視点に立つとき古代や中世のことがらを史実として解明する重要な
手懸りの一つに織田、豊臣以降徳川時代にかけて書き残された各村々に伝わる
村方文書（区有文書）や民間に保存されている古文書類がある。これらは近世
の歴史や文化を明らかにする重要な史料となるものではあるが、またこれらを
解明することによって物語り伝説の域を免れなかった中世や古代における人物
や事件を、実証的な裏付けをもった史実としてとらえることができると思うの
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である。
　古文書だけでなく、古い歴史を物語ってくれる神社仏閣、堂宇、さては路傍
の石塔小祠、墓石古墳、屋敷趾、古城趾その他埋蔵文化財、山川草木に至るま
でこれを克明に調査し、分布を調べあるいは発掘や復原等の作業を加えること
によって歴史を明らかにすることができるのである。
　昔の人々の衣食住や労働に使っていた色々な生活用具（民具）や民家の状況、
または風俗習慣（民俗）等を調査し研究し蒐集し分類することは、古い時代の民
衆の生活状態や物の考え方即ち生活文化を知る上で極めて大切なことであり、
より一層歴史を深く究めることができるのである。
　このように金井町の歴史や文化を実証的に明らかにするためには古文書、典
籍は勿論、先に述べた建造物、遺構、金石文、埋蔵文化財、有形文化財その他
民俗資料のすべてが極めて重要な史料となるのである。これらはまさに祖先が
残してくれた物的、精神的な文化遺産であるといわなければならない。
　しかるに近年高度経済成長政策による経済開発の波は我々の物質的生活を豊
かにはしてくれたがその半面、こうした貴重な歴史的文化的遺産を始め自然や
天然記念物等が、開発の名の下に破壊されつつあるという問題を生じているの
である。また高度な経済成長による物的生活の豊かさは、急激に人々の生活様
式を変革し、かつて我々の祖先が生活の知恵から生み出したあらゆる日常生活
用具（民具）や風俗習慣さえも「古いものは価値のないもの」「消費こそ最大
の美徳なり」としてこれを弊履の如く捨て去ってかえりみない風潮をもたらし
たのである。今こそこれらの歴史的文化的遺産や自然を、保護し保存しなけれ
ば近い将来消滅破壊されて千載に悔を残すことになりかねないのである。
　ここにおいて金井町では島内各市町村に先がけて昭和43年に文化財保護条例
を制定しこれらの歴史的、文化的遺産の保護行政に乗り出したのである。
　町の文化財保護行政に対する基本的態度は、第一に文化財保護の重要性につ
いて広く町民全体の理解と協力を得るよう、あらゆる機会、あらゆる場合に働
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＼きかけることである。このような町民の理解と協力を背景として第二には、町
内に現存し、あるいは埋もれている文化財を発掘しこれに保護を加え保存する
ことである。第三に開発とのかかわりあいにおいて、やむを得ず破壊消滅する
ものにおいても、可能な範囲で遺物を収集し、また記録（文書、写真、地図そ
の他）に留めて保存することである。第四に文化財を町民の精神的財産として
学校教育、社会教育の場に積極的に利用活用出来るよう工夫し努力することで
ある。
　以上、文化財保護について、その必要性や行政を進める上においての基本的
な態度についてのべたわけであるが、今後共町民各位のご理解とご協力をお願
いする次第である。
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〈国指定・重要文化財〉
木造聖観音立像
所在地
所有者
管理者
明治39年
金井町大字泉甲377番地
宗教法人　　本　　光　　寺
　　　　　代表者　　斎　藤　瑛　明
同　　　上
国宝指定　彫刻
　聖観世音菩薩は御丈3尺3寸3分（約1沈）檜材の寄木造りで、藤原時代末
期の作といわれる。
　承久3年（1221）、順徳院が行宮黒木御所の四方に安置して、礼拝された観
音・薬師・弥陀・天神の霊像の一躰で、聖徳太子の御作と伝えられている。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうけいの作り方にはまだ一一木造りの名ごりがあり、頭部に宝髪、天冠台を有し、ひた
　びやくこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こう
いに白豪がはめこまれ、左右の手にはそれぞれ宝珠、蓮華を持っている。光
はい背はない。台座は24c沈、杉の七重座で蓮弁も彩色されている。
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〈町指定文化財〉
黒木御所跡
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字泉甲440の子番地
金　　井　　町
金井町教育委員会
昭和44年7月　　史跡
　承久の変（1221）により、順徳上皇は佐渡に配流となり、初め国分寺を行在
所と定められたが、当時、国守が直接管理していた泉に、仮宮を造営して行宮
としそこに移られた。
　黒木の名称は丸木や皮附の木材で造った建物という意味であろう。
　泉、黒木御所の四隅には、上皇の御持仏として観音・弥陀・薬師・天神を祀
られ、日夜礼拝されたと伝えられている。
　順徳院は、この黒木御所を御遷幸以来崩御までの22年間、行在所とされてい
た。
　現在の塚の四囲は、明治28年（1895）泉村川上賢吉氏の首唱により整備に着手
明治43年（1910）竹柵を石垣に、外廊に木柵を廻らした。
　大正5年（1916）7月9日、皇太子（今上陛下）が行啓、その時の御手植の松が現
存している。
　昭和27年（1952）、泉出身の高尾頼三氏（東京・故人）の厚意により、黒木御
所跡の外柵工事並びに正面橋りょう工事費に10数万円の寄附がなされ、永久整
備がほどこされて今日に至っている。
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〈町指定文化財〉
明治紀念堂
　　所在地　金井町大字千種丙154
　　所有者　金　井　町
　　管理者　　金井町教育委員会
　　指　　定　　昭和44年7月　　史跡、建造物
　　　　　　　　　　一11＿
　明治27（1894）～8年（1895）の日清戦役に佐渡出身の兵士が40余名戦死した。
それらの忠魂を安めようと、明治29年（1896）1月、本屋敷得勝寺（浄土真宗）
の住職、本荘了寛師（弘化4年一1847一生）が一念発起して、島内有志より壱千
余円の義損金を集め、敷地340坪（1，122㎡）を買収、そこに四間に六間（7・277π
×10．90仇）24坪（72．24㎡）の堂宇を建設した。
　堂内には大山巌元帥執筆によるや忠魂、の二字を中央に掲げ、神式、仏式に
とらわれない本尊とし、左右に英霊の写真を掲げた祭壇を設けてある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シベリア　明治35年（1902）6月に落成したが、その後、日露戦役、西比利亜事件、満洲
事変の英霊の写真も掲げられ合祀されている。
　堂の造りは和式骨組で外装は洋風とし、正面外部の遍額は吉田晩稼の“明
治紀念堂“内部二面の遍額は勝海舟、東郷元帥の揮毫によるものである。
　内部天井には四間四方（7．27勿×7．27m）の世界地図を、地球の内部より眺
めたように書いてある。
　堂の東には、銅柱一基が建ててあり、そこに人道経より引用した言葉で、“践
度能行、の四字が鋳金家宮田藍堂氏の製作で象嵌してある。
　銅柱の高さ六尺（1・18仇）角弐尺（0・61例）で従軍死亡者名（日清戦役）と
石塚卓堂（漢学者）の選文を刻んである。柱上は当初、大彦命の武装して馬に
跨り錫杖を持った銅像であったが後、鴨緑江渡河作戦に功績があった二見村橘
（現相川町）出身、坂下勇蔵歩兵伍長の銅像と換えて現在に至っている。
　又境内に三間（5．45例）×四間（7．27クπ）12坪（39・62㎡）の開導館を建てた。
今でいう博物館である。鉱山学校（相川）より譲り受けた参考品や日清、日露戦
役の参考品、島内外の古器、珍品等、学問的に有用な様々な物品を陳列、さな
がら万国陳列館の観があった。
　昭和34年（1959）、財団法人明治紀念堂の解散と共に、すべての施設、備品を
金井町に寄附して現在に至っているが、開導館は既に朽ちて取りこわされ、収
蔵品も破損して一部しか残っていない。
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〈町指定文化財〉
ほう　ぺん　ほっ　しん　そん　ギう方便法身尊像
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字吉井本郷1101番地
迎　町　清　二
同　　　上
昭和44年7月　絵画、書跡
　方便法身尊像は、阿弥陀如来の画像で、巾33．86沈、縦91c沈で、全体として赤
味がつよく、浄土真宗の初期教団（蓮如以前の教団）が発行したものである。
時代は南北朝期のものと推定される。
　六字の名号は、南無阿弥陀仏と書かれ、巾は25・5c沈、縦は84・3c沈でやはり浄
土教系のものと推定される。
　高僧連座像は、巾34．7c沈、縦91．5c沈で鎌倉時代のものと考えられる。
　これらの画像類は、北陸や、佐渡の浄土教史研究上で重要な役割を果すもの
と思われる。以上の画像類は、吉井本郷、田原（俵）氏に伝存したもので、俵氏
は、名の如く、俵藤太秀郷の末ともいわれている。
　俵藤太伝説は、全国的にみて、製鉄など、手工芸生産地域に多いところから
みて、そうした社会背景を考える必要もあるだろう。
　この他、吉井本郷には、藤井氏が居住する。法然配流事件のとき、佐渡に流
された法本房行空も藤井氏である。
　本文化財は、これ等地域の諸問題を解明する上で極めて大きい意義をもつも
のである。
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〈町指定文化財〉
佐渡国絵図
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字千種51番地
金　　井　　町
金井町教育委員会
昭和44年7月　書跡（古地図）
　縦75c沈、横76醐、和紙に墨と朱筆で画かれた佐渡の国絵図で、佐渡奉行所は
設置以来、佐渡国絵図の作成を急いでいたので、そのときつくられた絵図であ
ろう。徳川時代の公式の絵図の最初のものと思われる。
　本絵図には、村名のほか、当時の街道が細かく記されている。したがって徳
川時代前期の佐渡の交通、社会経済を考えるうえで、極めて重要な絵図といわ
ざるを得ない。
　尚、本文化財は、その破損が著しく、保存に堪えないところから、昭和45年
（1970）度、京都国立博物館内、宇佐美国宝修理所において全面的な修理を実
施した。
　又、製作年代には天和元年（1681）と奥書きがあり吉井本郷、藍原左京家（吉
井城主藍原大和守家老末畜）に伝えられたものであるが、昭和44年（1969）同家
より町に寄附されたものである。
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〈町指定文化財〉
藍原白鴎寄進状並びに天正検地帳
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字吉井本郷466番地
宗教法人剛安寺
　　　代表者　藤　木　篤　典
同　　　上
昭和44年7月　　古文書
　藍原白鴎の寄進状は、横43・5c沈、縦29・Oc沈で天正15年（1587）、吉井の領主、
藍原白鴎が、細屋、昭（正）明寺の年貢沙汰及び寺領米収取の権限を剛安寺に寄
進したことを示すものである。
　以後、剛安寺（禅宗）は、細屋（両津市）、昭明寺（新穂村）の検注を実施してい
る。また、昭明寺、紺屋の寺の本尊は、この寄進状でわかるように、今も剛安
寺にあり、徳川時代には、その本尊の寺供米が認められていた。
　中世と近世のかかわり合いを研究する上で貴重な史料である。
　天正検地帳は、横33・5c沈、縦28・5e沈で、天正20年（1592）、吉井剛安寺の行な
った寺領検地である。
　すでに上杉氏の支配下に入っているから、上杉氏の佐渡でおこなった最初の
　　　　　　　　　さしだし寺領検地であって、指出検地の形式をとっている。
＿18一
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〈町指定文化財〉
三本コブシ （ルfα9μo〃α　〃oδ％∫　D・C・）
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字新保川西丙の2
金　　井　　町
金　　井　　町
昭和44年7月　　天然記念物
　金北山の山麓、海抜約400解、航空自衛隊駐屯基地構地の南側に接し、道路
の西側約15mの地点に三本のコブシの大木が並んでいる。樹高約20仇、樹幹の
胸高直径は、北側より696沈、58c沈、62c沈で、地上2～3．5mより数本に枝分かれ
し樹冠の広がりは三本で17mを占める。樹齢は200～300年と推定される。花期
は4月中～下旬で満開時の艶麗な姿は美事である。
　佐渡の山地においては初夏にかけてコブシの花に似たタムシバの白い花が多
くみられるがコブシの数はわずかである。しかもこのような大木のものは他に
なく島内随一である。この地域はミズナラ林であったが、現在は周辺の樹木は
伐採されて三本コブシは孤立し生育環寛がわるくなっており、近年強風による
樹冠の小枝の枯死が目立つ。
　これほどのコブシの大木は他に類を見ず学術上および自然保護i上から貴重で
あり充分な保護の手を必要とする。
一20＿
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〈町指定文化財〉
ブナ（Fα9〃s6γε力励αB1．）純林
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字新保トネ山
新潟県・金井町
新潟県・金井町
昭和44年7月　天然記念物
　金北山へ通ずる防衛道路を進み二の岳と金北山との鞍部を過ぎると道路の東
側斜面にブナの純林がみられる。
　この地点は海抜900仇～1，000仇でその広さはおよそ東西の傾斜方向に200仇
南北の山腹に沿つて400解である。この地域のブナ林は尾根を東西にまたいで
おり、西側斜面のものは冬季の卓越した季節風のため嬢形とななっているが、
東斜面では尾根の風障により強風をうけず素直に伸長し、林内の景観は美事で
ある。林内のブナは樹高約20仇、樹幹の胸高直径最大93c沈、平均40c沈で、平均
密度100㎡当り8本である。
　林床には、サワフタギ、オオカメノキ、オオバクロモジ、エゾユズリハ、ハ
イイヌツゲ、ツルシキミ、ヒメモチ、カラスシキミ、ミヤマカソスゲ、ツクバ
ネソウ、オオイワカガミ、シラネワラビ、オオパシヨリマ、ナライシダ等があ
り、裏日本型のブナ林を構成する。
　ブナ林は、温帯上部の落葉広葉樹林の代表的なもので、佐渡においては大佐
渡山系の海抜約600m以上の山地のところどころに残っているに過ぎない。
そのうち、この指定のブナ純林は天然林として最も規模が大きく学術上および
自然保護の立場からみて貴重であり伐採等を禁じ、永く天然の状態を保ちた
いo
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〈町指定文化財〉
大般若波羅蜜多経
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字千種2540番地
宗教法人大和田薬師教会
　　代表役員　岩滝弘誠
同　　　　上
昭和47年2月　　典　　i籍
　大般若波羅蜜多経六百巻すべてが手書であり、製作年代が元弘（1331）から延
元（1340）と九年がかりで書かれている。
　写経主は、叡山の僧、朗覚上人で、叡山延暦寺大講堂落成紀念写経と見られ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えない　この写経は、叡山より讃州仲郡子松庄（香川県i琴平町）石井八幡宮と榎井大
明神宮の別当社に伝わり、所有していたが、慶長10年（1605）、法印快秀の手に
よって畑野町長谷寺にもたらされた。長谷寺から大和田薬師に伝来したのはい
つであるか不明である。
　慶長、元禄、寛政に補修された痕跡がある。高390叫縦58c販横38c沈の大箱6箇
大箱の中に高7・5c沈、縦31・5c沈、横26c沈の小箱10箇があり、10巻つつ中に納め
られている。
　尚、　206巻の処に「仁王九十六代光厳院御宇八月十四日、帝幸二南都＿」とあ
り、元弘三年（1333）癸酉十月廿三日写経が了っているので、書写の最中、天皇
が南都（奈良）に行幸になったことを誌している。
　肉筆六百巻の写経は書跡としても貴重なものであるが、歴史的には南北朝時
代の史料として伝来経路及び附記に重要性がある。
＿24一
南無
妙
法
蓮
華
経
延日
些
言蓮
葺
±
日百
興
一25一
〈町指定文化財〉
日興上人自筆曼茶羅
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字泉甲377番地
宗教法人　　本　　光　　寺
　　代表者　　斎　藤　瑛　明
同　　　　上
昭和47年2月　　書　　跡
　延慶3年（1310、6月13日に書かれた心南無妙法蓮華経“は巾51c椛、長97・5c沈
で、正和元年（］312）7月15日に書かれた、南無妙法蓮華経やは、巾50・5c沈、
長95・5c沈である。
　これを書いた日興上人は、日蓮宗の開祖、日蓮上人の高弟で、日蓮上人と共
に佐渡にわたった。
　文永8年（1271）佐渡に流された日蓮は、3年後鎌倉へ帰るが、それから40年
後に書かれた曼茶羅はこの地に有力な法華教団がつくられていたことを物語る
もので、日蓮宗を研究するうえで重要な資料である。
＿26＿
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　昭和45年第一次文化財指定の時、このしおり発行の計画がもたれましたが、
種々の都合でおくれ、ようやく今回世に出すことができました。
　本書には、金井町にある国指定重要文化財は勿論、現在町指定になっている
文化財のすべてを集録しました。
　この他別冊として、今まで調査した目録も印刷し記録に残しておくことにし
ました。
　文化財調査審議委員会では、次々と保護、指定の作業を進めておりますので
続いて第二輯以下お手元にお届けする日は近いと思います。
昭和48年2月
文化財調査審議委員会
　委員長小林貞治
＿97一
〔第一次調査審議委員〕
　委員長　小林貞治
　委員　小野　稔
　”　本間建一郎
　”　佐々木金次
　特別委員　鈴木三次
〔第二次調査審議委員〕
　委員長　小林貞治
　委員　小野　 稔
　”　本間建一郎
　”　　中川喜代治
　”　土屋佐次兵衛
〔第三次調査審議委員〕
　委員長　小林貞治
　委員　小林治右工門
　”　　中川喜代治
　”　本間建一郎
　”　児玉信雄
副委員長　児玉卯一郎
　委員　計良春野
　”　田中圭一
　〃　仲川永吉
児玉信雄
副委員長
委員
　〃
　〃
副委員長
委員
　〃
　〃
児玉卯一郎
計良春野
田中圭一
佐々木金次
児玉卯一郎
計良春野
田中圭一
中村　諦
〔編集担当〕　　関　根　宣　昭　　　高　橋　元　輔
〔写真担当〕　北見勇雄　 井所五市
〔監　修〕　田中圭一　中川喜代治
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井　の文化財
　　　　　輯
新潟県　金井町教育委員会
　同　　上
佐和田町河原田諏訪町
　中川商会印刷部


